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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
近年様々な術中ナビゲーション技術の開発が試みられており、消化器外科の分野

においても非侵襲的・リアルタイムのナビゲーション技術が求められている。申請

者らは術中に組織の酸素飽和度とヘモグロビン(Hb)量を非侵襲的かつリアルタイム

に視覚化・定量化する撮影装置およびプログラム（以下、本システム）を開発し、

臨床的検証として食道癌手に対する食道亜全摘再術における適切な吻合部の決定に

応用し有用性を検討した。対象は九州大学病院で食道癌手術において胃管再建を行

った 39 名。胃管の組織飽和度と組織 Hb 量を本システムにて定量イメージングし作

製したアルゴリズムに従って吻合部位を決定した。また、術後の吻合状態と比較検

討しアルゴリズムの再検討を行った。 

本システムは反射光を利用し、非侵襲かつリアルタイムに酸素飽和度と Hb 量を定

量イメージングすることが可能であった。胃管は酸素飽和度・Hb 量により循環良好

型、うっ血型、虚血型、およびうっ血と虚血の混合型の４つに分類された。混合型

の 2 例は術後に縫合不全を発症した。本システムは非侵襲的かつリアルタイムに組

織の酸素飽和度と Hb 量を評価可能であり、術中ナビゲーション装置としての有用性

が期待される。 

以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えられ

る。本論文についての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明

を求め、各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について

種々質問を行ったが適切な回答を得た。 

 よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。


